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２０１６年度環境負荷の実際
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このような状況の下、エネルギーの無駄な使用をな
くすための対策を従業員の間でアイデアを出しあい
ながら改善を行っています。

包装材料は牛乳パックや段ボールケースなどの紙
類が最も多く、次にプラスチック類となっています。こ
れらについても、無駄な使用をなくし廃棄物を出さな
いよう継続的に改善を行っています。紙類などは、分
別の徹底により再資源化を推進し、埋め立て処分量
を減らしてきました。

当社の製造拠点は、岡山県に本社工場と長船工
場、茨城県に関東工場の計3工場です。原料は牛
乳が最も多く、その他に主として乳製品、糖類、果
肉・果汁類、コーヒー豆などがあります。 これら原料
を使用して、牛乳・飲料類、アイスクリーム類、プリ
ン・ヨーグルトなどのデザート類を製品として製造し
ています。

近年は製品の品質向上及び従業員の職場環境
を快適にすることを目的に空調設備の導入が図ら
れるなど以前に比べエネルギーを多く使うようにな
りました。

 
                   

      
                 

    製品                       144,545 ｋℓ 

  

          

                   

                 

  
大気排出　CO2 44,853 t 　

水系への排出量 1,614 千t 　

再資源化 9,665 t 　

埋め立て処分 0 t 　

原料 89,861 t

材料 19,376 t

汚泥 1,726 t 　

動植物性残さ 5,137 t 　

紙類 1,603 t 　

プラスチック 664 t 　

金属類　　 413 t 　

その他 160 t 　

合計 9,703 t 　

電力 52,708 千kWh

重油 42 kℓ

LPG 389 t

LNG 3,237 t

都市ガス 2,931 千m3

水 1,803 千t


